
平成２２年度 実施メニュー実施結果表

取 組 名 森林環境教育推進総合対策事業（継続）

流 域 名 下越

実施箇所及び ①新発田市上羽津字田ノ頭国有林 平成２２年 ５月１４日
実施日 ②新発田市上三光字大平国有林 平成２２月 ５月２１日

③新発田市菅谷字馬越国有林 平成２２年 ７月１２日
④胎内市立中条小学校 平成２２年１０月１６日

取組の背景及 小学校の総合学習に森林環境教育学習等が盛り込まれてお
び必要性 り、これまで実施した森林教育は評価を得ていることから、今

後も引き続き国有林を活用した森林環境教育の推進を図ること
が重要である。

また、高校生では、労働の尊さ、森林整備による環境学習、
再生可能な森林について意見を通して学ぶ。

【これまでの取組内容】
小学校及び高等学校からの要請により森林環境教育を実施し

ており、「森林教室」「木工クラフト」「作業体験」等を署職員
取 組 の 内 容 が主体となって実施してきた。

【平成22年度の取組内容】
署職員が講師となって小学生では、「森林の働き」、「動植物

の観察」等、また、高校生では作業体験を通して、林業技術や
森林施業の必要性等に取り組んだ。

国有林担当 下越森林管理署：流域管理調整官・業務課
部局・役割 （企画・講師）

連携協働相 相手先：①新発田市小学校②敬和学園高等学校③胎内市立小学
手先・役割 役割：募集・参加）



【 参 考 資 料 】

取 組 名 森林環境教育推進総合対策事業（継続）

←新発田市立川東小学校６年生
による森林教室

敬和学園高等学校２年生
５０名による体験林業 →

← 新発田市立菅谷小学校４年生

による森林教室

胎内市立中条小学校生徒 →
による木工教室



平成２２年度 実施メニュー実施結果表

取 組 名 森林環境教育フィールド活用推進対策事業（継続）

流 域 名 下越

実施箇所及び 五泉市菅出字三五郎山国有林 平成２２年 ５月１６日
実施日

取組の背景及 地域の団体等と連携し、国有林内の巨木「菅名岳大トチ」の
び必要性 保護や国有林をフィールドとした森林観察会を実施しており、

今後も連携して、活動を支援することが重要である。

【これまでの取組内容】
「五泉トチ守りの会」からの要請により、巨木「菅名岳大ト

チ」の保護にあたっての指導や植物観察会の講師に署職員が主
取 組 の 内 容 体となって実施してきた。

【平成22年度の取組内容】
「五泉トチ守りの会」と連携し、一般参加を募り、三五郎山

国有林に自生する巨木「菅名岳大トチ」までの散策コースにお
いて、森林インストラクター（署職員）による森林林観察会等
を実施した。

国有林担当 下越森林管理署：流域管理調整官・業務課
部局・役割 （講師）

連携協働相 相手先：「五泉トチ守りの会」
手先・役割 （企画・募集・引率）



【 参 考 資 料 】

取 組 名 森林環境教育フィールド活用推進対策事業（継続）

「森林インストラクター（下越署職員）による植物観察会」

「 五泉トチ守りの会」による植栽箇所での説明



平成２２年度 実施メニュー実施結果表

取 組 名 森林の公益的機能ＰＲ推進事業（継続）

流 域 名 下越

実施箇所及び ①五頭連峰県立自然公園 平成２２年 ４月２７日
実施日 ②五泉市総合会館 平成２２年１０月 ３日

③胎内市産業文化会館 平成２２年１１月 ７日

取組の背景及 地域の各種イベント等に参加協力し、森林の公益的機能及び
び必要性 森林管理署のＰＲを実施している。

今後も各団体等との連携の下、推進を図ることが重要である。

【これまでの取組内容】
森林管理署では、市・観光協会等とイベント等への参加・協

力でで森林環境教育等を実施しており、特に森林環境教育は署
取 組 の 内 容 職員が主体となって実施している。

【平成22年度の取組内容】
① 地元観光協会等との連携の下、五頭連峰県立自然公園内の

道路沿線に不法投棄されたゴミの撤
去作業を実施
② 五泉市教育委員会からの要請により、「五泉市生涯学習フ

ェステバル」において、署職員が講師となって木工教室等を
開催。主催者側等から好評を得ている。

② 胎内市からの要請により、胎内市「いいもんまつり」にお
いて、署職員が講師となって木工教室等を開催。主催者側等
から好評を得ている。

国有林担当 下越森林管理署：流域管理調整官・業務課外
部局・役割 役割：講師等）

連携協働相 相手先：①観光協会②五泉市②胎内市
手先・役割 役割：企画・募集）



【 参 考 資 料 】

取 組 名 森林の公益的機能ＰＲ推進事業（継続）

不法投棄ゴミの収集作業

モックンづくりに挑戦「胎内市いいもんまつり」

火起しに挑戦 「胎内市いいもんまつり」



平成２２年度 実施メニュー実施結果表

取 組 名 森林環境整備事業（継続）

流 域 名 下越

実施箇所及び 新発田市貝屋字橡平国有林 １０月１６日
実施日

取組の背景及 橡平さくらの森風致探勝林において、山桜の保護を目的とし
び必要性 た「加治川さくらの里づくりの会」と協定を締結、毎年、保護

活動を続けている。

地域の財産でもある山桜の保護活動を引き続き支援して行く
必要がある。

【これまでの取組内容】
これまでの保護活動は「加治川さくらの里づくりの会」が主

体となって山桜の保護活動を実施してきた。
取 組 の 内 容

【平成22年度の取組内容】
今年は、会員の高齢化等もあり、年々保護活動の参加者が少

なくなってきていることから、新発田地域緑化推進協議会と連
携し、一般参加者の募集を行い実施した。

国有林担当 下越森林管理署：業務課森林ふれあい係
部局・役割 役 割：技術指導等

連携協働相 相手先：加治川さくらの里づくりの会
手先・役割 役 割：森林整備等



【 参 考 資 料 】

取 組 名 森林環境整備事業（継続）

会員等による森林整備活動



平成２２年度 実施メニュー実施結果表

取 組 名 計画的な木材供給推進事業（新規）

流 域 名 下越

実施箇所及び 新潟市県森連 ６月 ２日 １０月１４日
実施日 新潟市 ２月 ３日

取組の背景及 地域材の利用拡大と林業・木材産業の活性化及び森林整備の
び必要性 推進を図るため平成１９年度に「新潟県産材安定供給協議会」

を設置、また、高齢級間伐事業拡大に向けた「新潟県高齢級間
伐推進協議会」を平成２０年度に設立し、情報提供・意見交換
を実施している。引き続き地域材利用拡大及び間伐推進に向け
た取組を実施していく。

【これまでの取組内容】
民・国連携により県産材の安定供給のため、協議会等に参加、

情報交換を実施。
取 組 の 内 容

【平成22年度の取組内容】
民・国連携による素材び立木の安定供給のため、各種協議会

等に参加し情報交換を実施。また、地域材の利用拡大に向けた
「木材需要拡大推進講演会等」に参加。

国有林担当 下越森林管理署：署長・流域管理調整官
部局・役割 役割：情報交換等

連携協働相 相手先：新潟県・（独）森林総合研究所・県森連・（社）新潟
手先・役割 県農林公社・下越流域森林・林業活性化センター

役割：情報交換等



【 参 考 資 料 】

取 組 名 計画的な木材供給推進事業（新規）

地域材の需要拡大に向けた講演会



平成２２年度 実施メニュー実施結果表

取 組 名 地域住民に対する防災発信事業（新規）

流 域 名 下越

実施箇所及び ①五泉市蛭野字白山国有林 321 ゆ林小班 10 月 23 日
実施日 ②阿賀町行地字行地山国有林 227 よ林小班 11 月 3 日

取組の背景及 平成２１年、地域住民の自然災害に対する不安の解消と防災
び必要性 情報の発信の取組として、治山見学会を実施したところ、参加

者も関心を持ったことから、引き続き治山事業の普及・啓発を
図る必要がある。

【これまでの取組内容】
地域の住民に防災情報等提供、また、治山事業の理解してい

ただくため治山見学会を実施。
取 組 の 内 容

【平成22年度の取組内容】
治山工事箇所での下流の住民を対象とした治山見学会を２回

実施。
署担当課長から、山地災害危険区域とは、治山工事の必要性、

環境へ配慮した工法等について説明した。

国有林担当 下越森林管理署：治山課
部局・役割 （企画・案内説明）

連携協働相 相手先：各地区区長・地区住民
手先・役割 役割：見学会への参加



【 参 考 資 料 】

取 組 名 地域住民に対する防災発信事業（新規）

「10 月 23 日 五泉市蛭野地区住民を対象とした治山見学会」

「11 月 3 日 阿賀町行地地区住民を対象とした治山見学会」
いく じ



平成２２年度 実施メニュー実施結果表

取 組 名 緑の雇用対策事業への協力（新規）

流 域 名 下越

実施箇所及び ①阿賀野市折居字折居山国有林 5 月 6 日～ 1 月 31 日
実施日 ②新発田市上羽津字田ノ頭国有林 6 月 2 日～ 1 月 31 日

取組の背景及 林野庁では「緑の雇用担い手対策事業」を積極的に展開して
び必要性 いる中、地元の森林組合から森林管理署へ研修フィールド提供

の要望があり、研修フィールドを確保することが出来たことか
ら、今後も、要望に応えていく必要がある。

【平成22年度の取組内容】
地元さくら森林組合から、「緑の雇用担い手対策事業」の実

施にあたり、民有林に研修適地がないため、森林管理署へ研修
取 組 の 内 容 フィールドの要望があった。

新発田市と阿賀野市の国有林を研修フィールドとして提供
し、研修生 4 名が基本研修（下刈・除伐等）を実施した。

国有林担当 下越森林管理署：業務課
部局・役割 役割：研修地の選定・協定締結等

連携協働相 相手先：さくら森林組合
手先・役割 役割：研修指導



【 参 考 資 料 】

取 組 名 緑の雇用対策事業への協力（新規）

道具の点検

下刈研修


